
熱性能グラフ

必要熱量 (W)

94�8.79 暖房消費量(KW)

内部取得熱 (W)

日射取得熱量 (W)

総熱損失(W/K)

c
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31.25坪の建物で、家族数4人・ 北海道江別市地域居住 在宅時間65%とした。

熱損失係数Q= 1.22 (W/面K)
U値= 0.36 

任意記入梱

使用される壁断熱の厚さ(m) 0.1 表示されるQ値 1.22 (W/rr1K) 
付加断熱の原さ(m) 0.05 

必要熱抵 3071 (W) 
使用される天井断熱の原さ(m) 0.3 

使用されるサッシの熱貫流率
使用される引違サッシの熱貫流率
使用されるドアの熱貫流率

換気回数

暖房エネルギー消究品／年 9439 (KW) 
1.37 鵬房朋願油j'jfflj消費漬ダv.i:i.1.illlllllftllll!i'.aa置＠
1.55 壁付加断熱は発泡ポリスチレン板B類3種50暉 ;\. 0.028 
2.29 壁主断熱は高性能グラスウール16kgl00皿 ;\.0,038 

天井断熱は吹込みグラスウール18kg 300皿 ;\.0.052
0.4 基礎断熱発泡ポリスチレン板B類rn種150皿 .:l.0.028

＊＊＊＊計算は当社データに依るもので、保障数値ではありません。＊＊＊＊＊
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c

1階床面積 I 51.34 I X にニニコ＝巳工正l
2階床面積 I 52.11lxl1 I=[翌］丁］

I lxl1 I= 亡回匝］
I Ixにニコ＝□逗］
I Ixにニコ＝□逗］

小屋裏面梢 I Ix匡ニニコ＝［エ匝］
I暖房部分面積の合計 1103.51 I 

（外壁面積は1階部分は士台下から1階天井までとし、2階部分は同天井高さとする。）

且：言直

気密

内）：

暖房面積

外壁贔昇f計：「；乳誓|

基礎外周
土問中央部
階間一般部
階間熱橋部

実質墜面積I 143.99sl­
（稔外壁面椋）

玄関ドア面積 = [エ互］

c

-I 2.1s I=巨疇国）
（玄関ドア面積）

ビ畠
（ここで言う天井とは外部屋根下の部分をさす。）

l階天井 2階天井 斜め天井
天井面精I o.oo I + I s2.11 I+ 巨亙四＝
外部に接する2階の床
勾配屋根
住宅の条件
建設場所 北海道江別市 暖房用設計外気温 —9.3 ° C

族棉成 4人と仮定
暖房方式 FF式ボイラー に依るセントラルヒーテング 暖房設定室温（日平均）
断熱構造 基礎：基礎断熱発泡ポリスチレンB類3種150mm

窓： PVCサッシ YKKプラマート°皿K=l.37
外監： PB9.5mm高性能グラスウール16kgl00mm+発泡ホ゜リスチレン板B-3 50mm
天井 ： グラスウールプローイング 18 kl[ 300 mm 

基礎周長
土間中央部

I 52.17 IC対）

巴は

22 (° C) 

実質熱貰流率の計算

外壁
一般部 熱椎部 天井 一般部 熱橋部

1(W/mk) 厚さd(m) 熱抵抗d/1 熱抵抗d/ ;i, え0/.//mk) 原d(m) 熟抵抗d/ l. 熱抵抗d/ l. 
室内側熱伝達抵抗 0.11 0.11 室内側熱伝達抵抗 0.09 0.09 
石杏ボード 0.22 0.0095 0.043 0.043 石膏ポード 0.22 0.0095 0.043 0,043 
断熱材荘性能GW(l6kg 0.038 0.1 2.632 吹込ク'7スウール18kg 0.052 0.3 5.77 
合板 0.16 0.009 0.056 0.056 吹込ゲうスウール18kg 0.052 0.195 3.75 
木材 0.12 0.105 0.875 木材 0.12 0.105 0.875 
発泡ホ・リスチレンB-3 0.028 0.05 1.786 1.786 
外気側熱伝達抵抗 0.04 0.04 小屋裂熱伝逹抵抗 0.09 0.09 
熱貰流抵抗 4.67 2.91 熱貰流抵抗 5.99 4.85 
熱貰流率 0.21 0.34 熱貝流率 0.17 0.21 
而積比率 0.83 0.17 面積比率 0.87 0.13 
熱損失係数 0.18 0.06 0.145 0.027 
実質熱賀流率(W/rr/k) 0.24 実質熱貫流率(WI面k) 0.17 
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2.4• 建物の容禎1階部分

階間（階段共）
2階部分
1階床下
2陛吹き上げ部

51.34 1階天井右
1階天井高

52.17 面さ
52.17 2階天井商

(8 .19•6.3 7-0.455• l .82)•0.495 

0.435 
2k 

叩＿
00-

22-
125-
25

熱損失係数の算出
I容積合計 I 296.5 I 

部位 仕 様 各部の面積、長さ、積 実質熟賞流率(WI面） µ 口 益 ·"ヽ

外壁 グラスウール100+発泡 125.99 0.24 29.77 ホ・リスチレン板B-3 50mm 
階間部

一般 6.60 0.24 1.59 
熱橋 5.30 0.35 1.85 

天井（屋根｝ グフスウール吹込 52.17 0.17 8.97 300mm 
基漉（床） 押出発泡ホ・リスチレン板 29.12 0.38 11.00 B類3種150mm
土間（中央部） 26.22 0.16 4.25 
外気に接する床 0.83 0.16 0.13 

0.00 0.00 0.00 
硝子LO\v--E 14.04 1.37 19.23 

開口部 玄関ドアlixilジェスタ 2.15 2.29 4.93 
硝子Low-E引き違い 1.82 1.55 2.81 

換気 比熱 I 0.35 換気回数 I 0.4 118.62 41.52 
総熱損失係数： aa(W/k) 各部の熱損失係数の合計 126.05 
熱損失係数： a(W/面K) 総熱損失係数／相当床面積 103.51 1.22 

I I 各部而積の合計 熱損失係数の合!
I I 235.11 84.53 

表ホされるU値 0.36 

(l
 

□萱戸胄394.04 W 
65% 

480 cw

c

旱
15.07 
= 24• 

874.04 + 126.05 -
22 - 6.93 

•成•の推定Qs=24XqaXD+�

暖房用エネルギー消費最 9438788.417 7 1000 
年間暖房用灯油換算消費量 9438788.417 -c- 9600 
暖房設備容量の算定 Hmax= -,125/TX {qaX (ti-to)-E} 
暖房用灯油一次エネルギー消黄星2.7 X 9439 X 36 
暖房用灯油CO2排出品 9439 X 2.51 
暖房用都市ガス一次エネルギー消'2.7 X 983 X 16.0 
暖房用都市ガスCO2排出拡 983 X 2.51 

tl-
to
L-
qa-
E

縣
・イうー

辿

22 "C 
-9.3 "c

24 h 
126.05 W/K 
874.04 W 

****計算は当社データに依るもので、保障数値ではありません。＊＊＊＊＊

I内部取得熱 (E) 874.04胴

126.05 

rr2liJis 
1394.04 
1874.04 
19438. 79 
13071.31 
:1.22 

X 2808.06 -S- 0. 9 = 9438788.42 

9439 (KW) 
= 983.2 (P)
= 3071 (W)

， 

: 917450.2 i MJ/L 
23691.41 kg/年

' 122114.3 ] MJ/rri 
! : 

し-ー___2.1_6_7 ,8_」kg/年

（霞気の坦合灯油の約1.7倍）


